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１ 地域を歩こう。あいさつしてみよう。 

２ 気軽に集おう。 

３ 声を掛け合おう。誘い合おう。 

４ 子育てを応援しよう。 

５ 絆をつくろう。 

６ 安全・安心のかけ橋になろう。 

７ 支え合い、助け合いに参加しよう。 

８ 違いを認め合おう。 

地域のためにできること 

互いに支え合う地域 

ふれあい・ 
交流のある地域 

一人ひとりを 
認め合える地域 

地域の未来像 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

  

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

“笑顔”と“あいさつ”から始まる地域のつながり 

 

今、地域での関係性が希薄化していると言われています。特に若い人たちは

地域とのかかわり合いに躊躇しているのではないでしょうか。 

こうした中でも、地域と積極的に関わり、活動している人たちもいます。こ

こでは、地域の活動に取り組んでいる方々の声を紹介します。 

 

最初に、長年、視覚障害者支援の実践と研究に取り組んでいるＦさんです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、民生委員・児童委員として地域を駆け回っているＮさんです。 

 

 

 

 

 

 

 

“笑顔”で“あいさつ”をして近隣の人々と関係を持ち、地域で何か活動を

始めることで、生活に潤いが生まれるだけでなく、お互いの安心にもつながり

ます。住民一人ひとりが “笑顔”と“あいさつ”を大切にする地域は、子ども

たちにも人と人とのかかわりの大切さを学んでもらえる地域だと思います。 

 

「生活の中で大切にしていることは“笑顔”と“あいさつ”です。この二

つを実践することで、地域の中で暮らす際に近隣住民との関わりがスムー

スにできるのではないかと思います。」 

「何回か“笑顔”で“あいさつ”をしていると立ち話をするようになりま

す。そこに、子どもが介在するとさらに和みます。近所で単身生活をして

いるおばあちゃんと会話ができるようになりました。そして、健康維持の

ために夏休みに自宅の前で息子と妻とラジオ体操を始めたら、近所の二人

のおばあちゃんが参加してくださるようになりました。このことを通し

て、お裾分けが始まり、今ではお互いに“つきあい”に発展しています。」

（Ｆさん） 

「地域で自分にできることをお手伝いしようと思って参加しています。大

切なのは、まず“あいさつ”すること。子どもたちに朝「おはよう」と声

をかける運動に参加しています。元気に返事を返してくれる子、そうでな

い子、いろいろな子がいますが、“あいさつ”することであたたかい気分に

なります。自分が子どもたちから元気をもらっています。」（Ｎさん） 



最後に、定年を機に地区社会福祉協議会の活動に参加を始めたＩさんです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心豊かに、安心して暮らせる地域社会を構築するための第一歩は“笑顔”と
“あいさつ”から。そこから近隣の人々との支え合い・助け合いが始まり、お
互いを尊重し、個性や違いを認め合う多様性のある地域になっていくと思いま
す。 
福祉関係、医療関係等の専門機関、ボランティア団体や個人でボランティア

活動を行っている方々、まちづくりに取り組む各種団体、そして住民一人ひと

りが協力しあい、≪互いに支え合う地域≫、≪ふれあい・交流のある地域≫、
≪一人ひとりを認め合える地域≫の実現に向けて、力を合わせて頑張りません
か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「社会参加することで恩返しをと思い立ち、何から手を付けていいか戸惑

っていました。そんな矢先、たまたま受講した 3 か月の福祉関係の勉強が

全く畑違いの私への呼び水になったのです。」 

「地域福祉活動の目的は、困りごとが起きたとしても、これまでつくりあ

げてきた家族、友人、知人との関係を保ち、文化やスポーツ、芸術、趣味

などの社会的な活動に参加できることで、誰もが自分らしく、誇りを持っ

て、まちの一員として普通の生活を送ることができるようになることだと

思います。」（I さん） 
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